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1.は じめ に

本 稿 は,助 詞 「は」 の 機 能 を論 じる。 こ こで は議 論 を とお して,「 は」

が 文 をそ の 内部 に収 納 す る 一 種 の 「フ ォル ダ」 を形 成 し,そ れ に よ って

談 話 単 位 をつ くっ て い る こ と,お よ びそ の 「フ ォル ダ」 が 構 造 をな し,

そ れ に よっ て文 章 全体 の情 報 を管 理 して い る こ と,の2点 を 中心 にあ き

らか に して い く。

主 題 の もつ こ う した談 話 上の 機 能 につ いて は,は や くTsao(1979)が 中

国 語 の 主題 につ い て指 摘 す る1)。そ こで は さら にr主 題 とな りうる名 詞 句

の 特 性 の 問題,お よ び主 語 と主題 の 問 題 が議 論 され て お り,日 本 語 の 同

類 の 問題 をか んが え る うえ で参 考 にな る。

ま た,日 本 語 に お け る 主 題 の 談 話 上 の機 能 に か ん す る議 論 と して は,

最 近 の もの に龍 城(2000)が あ る。 龍 城 は,プ ラー グ言 語 学 派 とハ リデ ー

理 論 の テ ー マ ・レー マ概 念 を比 較 した うえ で,日 本 語 に お け る テ ー マ ・

レーマ 分 析 と して,英 語 の よ う な 「節 」 を基 本 的 単 位 とす る もの で は な

く,い くつ か の 「節 」 をふ くむ 「伝 達 的 ユ ニ ッ ト」 を基 本 と して,そ の

複 数 の 形 態 にか ぶ さる 「ス ー プ ラ テ ーマ 」 を設 定 す る こ と を主 張 す る 。

この 龍 城 の 「ス ー プ ラテ ー マ 」 は ,本 稿 の 主 題 に よ る談 話 単 位 とか さな

る もので あ る。

しか し,こ れ らの研 究 にお い て は,主 題 が 形 成 す る談 話 単 位 自体 の 特

性 と構 造 につ い て集 中 的 に議 論 が な され てい る とはい いが た い 。本 稿 は,
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Tsaoや 龍城で しめ される主題の機能 にかんす る観点 を共有 しつつ,さ ら

に主題のつ くる談話単位 の構造 を具体的 に論ず ることを目的 とする。

2.基 本 的 な概 念

「は」 は,主 題 を しめす 。 た だ し本 稿 で い う 「主 題 」 は,文 の 主題 で は

な く,文 を こえ て 機 能 す る もの で あ る。 本 稿 で は,主 題 の 機 能 を以 下 の

よ うにか んが え る。

(1)主 題 は談 話 上 の単 位 を形 成 し,1つ の談 話 単 位 は1つ の主 題 を もつ。

談 話 はsい くつ かの 文 に よっ て形 成 され るが,1つ1つ の 文 が均 質 に

な らぶ もの で は な く,い くつ か の文 が ま と ま って単 位 をつ くる。 この 談

話 上 の 単 位 の認 定 に は さ ま ざ まな レベ ル と基 準 が あ り うるが,こ こで 主

題 を基 準 にす る と,い くつ か の文 に ま たが っ て 機 能 す る 「は」 主 題 名 詞

句 は,そ れ らい くつ か の 文 に結 束性 を あ た え て 談話 単 位 をつ くる とみ な

す こ とが で きる'1)。そ の意 味 で,本 稿 で あ つ か う談 話 単 位 は,い わ ば 「主

題 単位 」 と よべ る もの で あ る。 この 談 話 単 位 は,主 題 を1つ だ け もっ て

お り,そ れ は その 単 位 をつ くる最 初 の 文 の 冒頭 位 置 に あ る名 詞 句 に 「は」

が あ た え られ る こ とで 成立 す る。以 下 に例 をみ る。

(2)こ の 本 は,言 語 学 の 入 門書 で あ る。20年 以 上 もまえ に出版 され たが,

い まで もお お くの大 学 で教 科 書 と してつ か われ て い る。

この 文 章 で は,最 初 に 「この本 」 とい う名詞 句 に 「は」 が あ た え られ

て い る。 この 「は」 で マ ー ク され た 主題 は,以 下 にみ る よ うに,1つ の文

に とど まる もの で は な く,複 数 の文 には た らい て い る:i)。

(3)こ の 本 は,言 語 学 の 入 門書 で あ る。

(こ の本 は,)20年 以 上 もまえ に 出版 され た

(こ の本 は,)い まで もお お くの 大 学 で教 科 書 と してつ か わ れ て い る。

つ ま り,第1文 の 「言語 学 の 入 門書 で あ る」 と第2文 の 「20年 以 上 も
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ま え に出版 され た」 と第3文 の 「い まで もお お くの 大 学 で教 科 書 と して

つ か わ れ てい る」 の3つ の 文 に たい して,「 この本 は」 が共 通 の 主題 と し

て はた らいて い る。 これ は,3つ の 文 すべ てが,主 題 「この 本」 にか んす

る記 述 と して ま とめ あ げ られ て い る こ と,す な わ ち結 束 性 が あ た え られ

て ひ と ま と ま りの 単 位 をつ くっ て い る こ とを意 味 す る。 これ が 主題 に よ

る結 束 性 で あ り,本 稿 で は そ れ を 「主題 単 位 」 とい う談 話 上 の単 位 形 成

とみ なす。

とこ ろ で,主 題 が この よ うに談 話 上 の単 位 を形 成 して 文 に結 束 性 をあ

た え る の は,文 章 を情 報 と して処 理 しや す くす る た め で あ る と本 稿 で は

か ん が え る 。 こ こ で は そ う した 結 束 性,つ ま り 「主 題 単 位 」 の 形 成 を,

主題 に よる情 報 処 理 用 の 「フ ォル ダ」形 成 とみ なす 。

(4)主 題 による談話単位 は,主 題 を 「表題」 とす るフ ォル ダを形成 し,

その内部 に主題単位 に所属 する文 を収納す る。

あ る 「主 題 単 位 」 の 冒 頭 に お か れ て 「は」 で マ ー ク され た主 題 が,フ

ォル ダの 「表 題 」 と な り,そ の 主 題 に 後 続 す る文,つ ま り 「主 題 単 位 」

内 の 文 が,当 該 フ ォル ダに お さめ られ る 。 この フ ォル ダ を こ こ で は 「主

題 フ ォル ダ」 と よぶ 。 文 章 は そ う した 「主題 フ ォル ダ」 の 連 鎖 で な っ て

お り,そ れ ぞれ の 主題 フ ォル ダの 「表題 」 で あ る主 題 を と りだせ ば,「 フ

ォル ダ表 題 」 の連 鎖 とな る。 この 連 鎖 は有 意 味 に関 連 の あ るつ らな りで

あ る。 こ こで は 「フ ォル ダ表題 」 と して の主題 の連 鎖 を 「主題 列」 とよぶ 。

3.主 題 に よ る談話 単 位 構成 の例

前 項 で しめ した定 義 に した が っ て,具 体 的 な文 章 をみ る 。 こ こで は,

比 較 的理 想 的 な主 題 列 を形 成 して い る もの を と りあ げ る。 以 下 の 文 章 で

あ る。

(5)ガ リ レオは,ア メ リカの木 星 探 査機 。89年10月 に打 ち上 げ られ,5

年9か 月後 の95年7月,探 測 機 を切 り離 し,木 星 大 気 の直 接 観 測 に

向 か わせ た。探 測 機 は,直 径1.2メ ー トル,高 さ86セ ンチの 円錐 形 。

同 年12月7日 に木 星 大気 に突 入,約1時 間15分 の 間,大 気 の成 分,
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密 度 な どの 測定 を行 い,得 られ た デ ー タ を ガ リ レオ本 体 経 由 で 送信 し

た。 ガ リ レオ は,木 星 までの 飛 行 の途 中で も,さ ま ざ まな成 果 をあ げ

て い る。(小 学 館 『デー タパ ル』(一 部改))

この文 章 を以 下 の(6)の 表 の よ うに整理 す る。 まず 複 文 を形成 す る従 属

節 もふ くめ て 単 文 に き りわ け,こ れ を表 の 「文 」 の 欄 にお く。 つ ぎ に,

「は」 でマ ー ク され た文 頭 名 詞句 を主題 と して,表 の 「主題 」 の欄 にお く。

この 主 題 欄 は,す べ て の 単 文 ご とに も う け,い ち ど 「は」 で と りた て ら

れ た 主 題 が,そ の 後 も,各 単 文 の 主 題 とな っ て い る か ど うか を判 断 し,

も し当該 の 文 に直 接 の 「は」 で マ ー ク され た 名詞 句 が な く と も,ま え の

文 の 主 題 が そ の ま ま当該 の 文 で も主 題 と して は た らい て い る場 合 は,そ

の ま え の主 題 が 機 能 して い る とみ な し,「=」 の 記号 で しめす 。 さ ら に,

そ れ ぞ れ の単 文 に番号 をあ た え る。 この と き,談 話 単位 を しめ す ため に,

同 一 主題 に ま とめ られ る文 の番 号 は,十 の け た に同 一 の 数値 を あ た え る。

つ ま り,最 初 の 文 の 番 号 は 「11」 か らは じま り,こ の 文 と同 じ主 題 を も

つ 文 に は,順 次 「12・13… …」 の 番 号 が あ た え られ,つ ぎ に主題 が か わ

っ た ところ で,そ の主 題 を文頭 に もつ単 文 に 「21」 の 番 号 が あ た え られ,

っ つ い てや は り順 に 「22・23… …」 とい う番 号 が あ た え られ る とい う具

合 で あ る。

)6(

No 主題 文

11 ガ リ レオ は, ア メ リカの木星探 査機 。

12 = 89年10月 に打 ち上 げ られ,

13 ; 5年9か 月後 の95年7月,探 測機 を切 り離 し,

14 二 木星大気の直接観測 に向かわせた。

21 探 測 機 は, 直 径1.2メ ー トル,高 さ86セ ン チ の 円 錐 形 。

22 = 同年12月7日 に木星大 気 に突 入,

23 = 約1時 間15分 の 問,大 気 の成分,密 度 な どの測定 を行 い,

24 = 得 られたデ ー タをガ リレオ本体経 由で送信 した。

31 ガ リ レオ は, 木星 まで の飛行 の途 中で も,さ まざまな成果 をあげ ている。
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この 文 章 で は,最 初 に,「 ガ リ レオ」 が 「は」 で マ ー ク され て主 題 とな

る。 これ に よっ て 「主題 フ ォル ダ1」 が形 成 され る。 この 主題 フ ォル ダの

も と に,「 ア メ リ カの ～」 とい う 「文11」 と 「89年10月 に ～」 とい う

「文12」 と 「5年9か 月後 の ～」 とい う 「文13」 お よ び 「木 星大 気 の ～」

とい う 「文14」 の4つ の文 が お か れ る。 つ ま り 「ガ リ レオ は」 とい う主

題 は,そ れ ら4つ の文 を ひ と ま と ま りと して1つ の単 位 をつ く り,自 分

自身 を 「表題 」 とす る フ ォル ダにそ れ らの 文 をお さめ て い る とみ なす 。

つ ぎ に別 の 名 詞 句 で あ る 「探 測 機」 が 「は」 で マ ー ク され て,あ らた

な フ ォル ダ をつ くる。 「主題 フ ォル ダ2」 で あ る。 この フ ォル ダに も,「 文

21」 か ら 「文24」 までの4つ の 文 が お さめ られ る。2つ め の主 題 単 位 で

あ り,そ の表 題 が 「探 測 機 」 とい う 「主題 」 で あ る。

さ ら に別 の 主 題 が 「は 」 で マ ー ク され る。 「主 題 フ ォル ダ1」 と同 じ

「ガ リ レオ」 で あ る が,こ れ を 「主題 フ ォル ダ3」 とす る。 この 主題 の も

とにのべ られ て い る文 は1つ,「 文31」 の 「木 星 までの ～」 だ け で あ る。

こ う した フ ォル ダ形 成 と文 の収 納 とい う主 題 の機 能 を 図 示 す る と,以

下の よう にな る。

)7(

r{

文ll「 ア メ リカ の ～」

文12「89年10月 に ～」

文13「5年9か 月後 の ～」

文14「 木 星 大 気 の ～」

囮r{ 文21「 直 径1.2メ ー トル ～」

文22「 同 年12月7日 に ～」

文23「 約1時 間15分 の 間 ～」

文24「 得 られ た デ ー タを ～」

主題フォルダ1[璽]

主
題

」1　

!ア{文3'糧 でのー」

主題フォルダ2[巫

主題フォルダ3
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4.「 主題 フ ォル ダ」 の順 列構 造

以 上 み て きた よ うに,「 は」 で マ ー ク され る主 題 は,複 数 の 文 に結束 性

をあ た え て フ ォル ダ を形 成 す る こ とで,文 章 に,文 を こ え た レベ ルの 談

話 単 位 をつ くる。 これ に よ っ て話 者 と聴 者 の 双 方 が文 章 の情 報 を処 理 す

る こ と に な る。 わ れ わ れ が 文 章 を発 話 し,ま た そ れ を理 解 す る とい う こ

とは,こ う した整 理 に よ って 情 報 と して の 文 処 理 をお こ な っ て い る こ と

で あ り,わ か りや す く発 話 した り的確 に理 解 した りす る とい う こ とは,

この 主題 フ ォル ダ を きち ん と処 理 す る こ とで あ る とみ な し うるA)。

こ う した主 題 フ ォル ダの 連 鎖 は,ま ず 順 列 的 な構 造 と して存 在 す る 。

前 項 で例 と した 「ガ リ レオー 探 測 機一 ガ リ レオ」 も,当 面 は順 列 的 な主

題 列 とみ なす こ とが 可 能 で あ る。 す な わ ち,こ の 一段 の文 章 は,「 ガ リ レ

オ」 につ い て の あ る ま と ま った情 報 と,「 探 測 機 」 につ いて の あ る ま と ま

っ た情 報 とr「 ガ リ レオ」 につ い て の補 足 的 な情 報 と して整 理 され る こ と

に な る。

こ う した線 的 な順 列 の 構 造 を もつ 主 題 列 と主題 フ ォル ダの は た ら きか

た をs本 稿 で は以 下 の よ うにか んが え る。

(8>あ る主 題 が 提 示 され る と,そ の 主題 フ ォル ダが ひ らい て ア クテ ィヴ

に な り,ワ ー キ ング フ ォル ダ とな る。 そ の 主 題 に後 続 して,か つ そ の

主題 の も と にあ る と認 定 され る文 は,当 該 の 主題 フ ォル ダに収 納 され

る。 あ た ら しい 主題 が提 示 され る と,そ れ に対 応 した あ た ら しい 主題

フ ォル ダが ひ らい て ア クテ ィヴ に な り,そ れ まで ひ らい て い た主 題 フ

ォル ダは と じ られ る。 新 主 題 に後 続 し,か つ そ の も とに あ る と認 定 さ

れ る文 は,こ の 新 主題 フ ォル ダに収 納 され る。

これ は,あ る一 時 に機 能 し うる主 題 フ ォル ダが つ ね に1つ で あ る こ と

を意 味 す る。 も しそ うで な け れ ば,複 数 の フ ォル ダの うち どれ に あ た ら

しい文 を収 納 す るか,つ ね に判 断 しなけ れ ば な ら な くな り,情 報 の処 理

の た め の 主 題 フ ォル ダの 形 成 とい う意 味 が な くな るか らで あ る。 しか し

この こ とは 同時 に,つ ね に文 を どれ か の 主 題 フ ォル ダ に整 理 し続 け る こ

と を意 味 す る こ とに もな る。 しか しそ れ で は,主 題 を もた な い文 が処 理

で きな い 。 よ って,そ う した 問題 を回避 す る た め に,以 下 の 定 義 が必 要

にな る。
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(9)主 題 フ ォル ダ とは別 に,ア クテ ィヴ な フ ォル ダが つ ね に1つ はた ら

い て い る。 主題 の な い文 を収納 す るた め の 「空 主 題 フ ォル ダ」 で あ る。

これ は ア クテ ィヴな主 題 フ ォル ダ とは別 の ワー キ ング フ ォル ダ と して,

つ ね に ひ らか れて い る。

この 「空 主 題 フ ォル ダ」 は,談 話 が 進 行 して い る あ い だず っ とひ らか

れ て お り,主 題 を もた な い文,つ ま りどれ か の 主 題 フ ォル ダに収 納 で き

ない文 が お か れ る。 この 「空 主 題 フ ォル ダ」 は,そ こか ら主題 を と りだ

す 源 泉 と しての や くわ りを もつ 。 た とえ ば,以 下 の(10)の 新 聞記 事 は,

(11)の よ うな主 題 列 と主題 フ ォル ダ をつ くって い るが,最 初 の3文 は 主

題 が な く,本 稿 で い う 「空 主題 フ ォル ダ」 に入 る。 そ して,「 空 主題 フ ォ

ル ダ」 内の 「文11」 の 「総 会屋 」 と 「文12」 の 「発行 元」 か ら,「 文21」

の 「右 翼 団体 」 お よび 「文31」 の 「情 報 誌 発 行 元 」 とい う主題 が と りだ

されて い る。

(10)大 手企業 が購読料名 目で金銭 を総会屋 に提供 していた。証券会社 の

不祥事 か ら 「情報 誌切 り」 が本格 化 したが,購 読 を打 ち切 られた発

行元 の一部 か ら反発す る声 も出てい る。右翼 団体 は 「言論 ・出版 ・

結社 の 自由を守 る会」 を結 成。警視庁 に公 開質問書 を提 出 した。情

報誌 発行 元 は 「打 ち切 りの風 潮 だか らと断 られ る」 と嘆 き,コ ンサ

ル タン ト業へ の転換 も模索 している。警視庁 は業界 団体 ご とに打 ち

切 りの要請 を行 ってお り,絶 縁 宣言 は270社 に広 がっている。(毎 日

新聞記事(一 部改))

X11)
No 主題 文

ll φ 大手企業が購読料 名目で金銭を総会屋 に提供 していた。

12 φ 証券会社の不祥事 から 「情報誌切 り」が本格化 したが,

i3 φ 購読 を打 ち切 られた発行元の一・部 から反発する声 も出ている。

21 右翼団体は 「言論 ・出版 ・結社 の 自由 を守 る会」 を結 成。

22 e 警視庁に公開質問書 を提出 した。

31 情報誌発行元は 「打 ち切 りの風 潮 だか らと断 られ る」 と嘆 き,

32 e コ ンサ ル タン ト業 へ の転 換 も模 索 してい る。

41 警視庁は 業界 団体 ご とに打 ち切 りの 要請 を行 ってお り,

51 絶縁宣言は 270社 に広 が っ て い る。
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5.「 主題 フォル ダ」の階層構造

前項 でみた主題 フォル ダの構 造 は,順 列的 に主題 列 を形成 している も

の とみ な して議 論 した ものであるが,実 際の主題列 は さらに複雑 である。

そ う した複雑 さを整理 す るための基 本的 なかんが えかた と して,本 稿 は

以下の ような 「階層構造」 を主張す る。

(12)あ る主 題 フ ォル ダの 内部 に別 の 「子 フ ォル ダ」 をひ ら くこ とが 可 能

で あ り,こ う した 「親 一子 フ ォル ダ」 に よっ て,主 題 フ ォル ダは 階

層 構 造 を もつ。

「親 一子 フ ォル ダ」 の 階層 構 造 を み る た め に,ま ず 例 とな る文 章 を しめ

す 。以 下の(13)で あ り,そ れ を主題 フ ォル ダ によ って 整理 したの が(14)

で あ る。

(13)ガ ラス は,か た く,も ろ く,透 明 な物 質 で,通 常,珪 砂 や石灰 な ど

を混 ぜ て 高 温 で溶 か し,急 冷 して製 した もの 。 色 ガ ラ ス は,金 属 の

酸 化 物 を混 ぜ て製 す る。 酸 化 コバ ル ト,酸 化 マ ンガ ン,酸 化 第 一 第

二 銅 な ど を用 い る。 食 器,瓶,そ の ほ か 多 くの器 具 に作 られ,広 い

用 途 を持 つ 。 古 くは,こ れ で で きた もの を ガ ラ ス と呼 ん だ こ と もあ

っ た。(小 学 館 『国語 大 辞 典』 電 子 版)

(14)

No 主題 文

11 ガ ラ ス は, か た く,も ろ く,透 明 な 物 質 で,

12 e
通常,珪 砂や石灰な どを混ぜて高温で溶か し,急 冷 して

製 した もの

21 色 ガ ラ スは, 金属の酸化物 を混ぜ て製する。

22 e 酸 化コバル ト,酸 化マ ンガ ン,酸 化 第一第二銅 などを用いる。

13 (ガ ラスは) 食器,瓶,そ の ほか多 くの器 具 に作 られ,

14 e 広 い用 途 を持 つ。

15 e 古 くはrこ れでで きた もの をガラス と呼 んだ こと もあ った。
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この文 章 で は,ま ず 「ガ ラ ス」 とい う主題 が た て られ,そ の 主 題 フ ォ

ル ダに 「文11」 と 「文12」 が お か れ る。 つ ぎに 「色 ガラ ス」 とい う名 詞

句 に 「は」 が くわ え られ て あ らた な主題 とな り,こ の フ ォル ダに 「文21」

と 「文22」 が お か れ る。 問題 は つ ぎの 文 で あ る。番 号 「13」 をあ た え た

「食 器,瓶,そ の ほ か多 くの 器 具 に作 られ」 とい う文 は,そ れ 自体 に主 題

とな る 「は」 で マ ー ク され た 名詞 句 が な い 。 そ の 場 合,順 列 的 な構 造 だ

け で か んが え る と,ま えの 主 題 で あ る 「色 ガ ラ ス」 の主 題 フ ォル ダが ま

だ ア ク テ ィ ヴで あ る こ とに な るが,こ の文 が 「色 ガ ラ ス」 だ け に た い す

る記 述 で あ る とはか んが えに くい 。 さ らにそ の あ との 「文14」 と 「文15」

も同様 に,「 色 ガ ラ ス」 フ ォル ダ に収 納 され て い る とはか ん が え に くい。

そ れ よ りは,「 色 ガ ラ ス」 に か ん す る記 述 は,「 ガ ラ ス」 全 体 へ の 記 述

の 途 中 には さまれ た補 足 説 明の よ うな もの で あ って,「 食 器,瓶,そ の ほ

か 多 くの器 具 に作 られ」 以 下 は,や は り 「ガ ラス」 に た いす る説 明 で あ

る と と ら え る ほ うが,文 全 体 か らみ て 安 定 的 で あ る。 そ うで あ る とす る

と,「 色 ガ ラス は,金 属 の 酸 化 物 を混 ぜ て 製 す る。酸 化 コバ ル ト,酸 化マ

ンガ ン,酸 化 第一 第二銅 な ど を用 い る。」 とい う1つ の 主題 と2つ の文 は,

「ガ ラ ス」 とい うそ れ よ り大 きな 「主 題 単 位 」 の 内 部 に臨 時 的 に くみ こ ま

れ た もの で あ る とい うこ とに な る。

この よ り大 きな主 題 は,「 くみ こ み」 とい う事 態 の 質 か らか ん が え て,

くみ こ まれ る 当面 の 主 題 をふ くむ こ との で きる よ う な上 位 の 概 念 で な け

れ ば な らな い 。 こ こで い え ば,「 ガ ラ ス」 が 総 称 で あ り,「 色 ガ ラ ス」 が

そ の 一 部 で あ るか ら,そ う した 条 件 をみ た して い る こ とに な る。 よ って

この文 章 は,「 ガ ラ ス」 を 「親 主題 フ ォル ダ」 と し,そ の 内部 に 「色 ガ ラ

ス」 とい う 「子 主題 フ ォル ダ」 が あ る とい う こ とに なる。

この 「親 一子 フ ォル ダ」 の は た ら きか た を,本 稿 で はつ ぎの よ うに か

んが え る。

(15)親 主題 フ ォル ダは,子 主 題 フ ォル ダが 出現 した の ち も,そ の 「子 主

題 フ ォル ダ」 に収 納 され え な い文 が の べ られ た時 点 で,自 動 的 に ア

ク テ ィヴ とな り,あ らた め て主 題 を た て る こ とな く,必 要 な文 を そ

の 内 部 にお さめ る こ とが で きる。
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こ の た め に,さ きほ どの 「ガ ラ ス ー 色 ガ ラ ス」 の 文 章 で,「 色 ガ ラ ス」

につ い て の 記 述 が終 了 した に もか か わ らず,も うい ち ど 「ガ ラ ス」 とい

う主 題 を たて る こ とな く,「 親 主題 」 で あ る 「ガ ラス」 につ いて の記 述 を

お こ な えるの で あ る。 これ が主 題 フ ォル ダの 階層 構 造 で あ る。 例 を もう1

つ あげ る。

(16)高 速増 殖 炉 懇 談 会 は,高 速増 殖 炉 開発 の あ り方 につ い ての報 告書 案

を審 議 し,考 え 方 の 大 筋 で 合 意 した 。案 は,増 殖 炉 を有 力 な 選 択 肢

と位 置 付 け,研 究 開 発 を続 け るべ きだ と した が,安 全 性 や経 済 性 の

確 保 に厳 しい条 件 をつ け た。 そ して,「 実 用化 が不 可能 な ら他 の手 段

で 」 と提 言 し,実 用 化 につ い て 「柔 軟 に 見 直 す 」 と明 記 して お り,

高 速 増 殖 炉 を柱 に据 え て きた 政 策 の 大 きな転 換 と な る。 今後,座 長

が 改 め て 案 を ま とめ,11月 末 に も最 終 報 告 書 を提 出 す る予 定 だ 。

(MainichiNewsDaily記 事(一 部 改))

(17)
No 主題 文

11
r

高速増殖炉懇談会は, 高速増殖炉開発のあり方についての報告書案を審議 し,

12 e 考 え方の大筋で合意 した。

21 案 は, 増殖炉 を有力 な選択肢 と位置付け,

22 e 研 究 開発 を続 け るべ きだ と したが,

23 e 安全性や経済性 の確保に厳 しい条件 をつけた。

24 e そ して,「実用 化が不 可能 な ら他の手段 で」と提 言 し,

25 e 実 用化 につ いて 「柔軟 に見直す 」 と明記 してお り,

26 e 高速増殖炉 を柱 に据えてきた政策の大 きな転換 となる。

13 (高速増殖炉懇談会は) 今後,座 長が 改 めて案 をま とめ,

L4 e 11月 末に も最終報告書 を提出する予定だ。

この 文 章 で は,「 高 速増 殖 炉 懇 談 会」 が 親 主 題 フ ォル ダを,「 案」 が そ

の 内部 の子 主 題 フ ォル ダ をつ くっ て い る。 これ は 「懇 談 会」 が作 成 した

「案」 とい う事 実 に も とつ い た上位 下位 関係 で あ る。 そ の 子 主題 フ ォル ダ

の 「案 」 に は,「 文21」 の 「増 殖 炉 を有 力 な ～」 以 下,「 文26」 の 「高 速

増 殖炉 を柱 に据 え て ～」 まで の6つ の文 が収 納 され て お り,そ の あ との

「文13」 の 「今 後,座 長 が改 め て案 を ま とめ,」 以 下 の最 後 の2文 は,ま
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た親 主 題 フ ォル ダに お さめ られ て い る。 そ こ に,あ らた め て 「高 速 増 殖

炉 懇 談 会」 とい う主 題 が た て られ て い ない に もか か わ らず,こ の 「文13」

以 下 が 親 主 題 フ ォル ダに も どっ てお さめ られ るの は,こ れ ら2つ の文 が

子 主 題 フ ォル ダに は収 納 で きない か らで あ る。 そ れ は,「 文13」 の 述 語

の 項 と して 「案 」 が ヲ格 名 詞 句 と な っ て あ らわ れ て い る こ とで,明 示 的

に な る 。 基 本 的 に主 題 が も うい ち ど何 らか の格 を もつ 名 詞句 と して 出現

す る こ とは ゆ る され な い はず だ か ら で あ る。 よ っ て,す で に 「懇 談 会」

が 親 主 題 フ ォル ダをつ くっ て い る ので,こ れ らの2文 は そ こに収 納 され

る。

6.「 主題 フ ォル ダ」の例 外

前 項 まで,主 題 フ ォル ダ とい う仮 説 を た て る こ とで,文 章 の構 造 が ど

の よ うに理 解 で きる か とい う問題 を,実 例 に よ って み て きた が,単 文 に

き りわ けて,順 列 的 なお よ び階 層 的 な構 造 を もつ 主 題 フ ォル ダに整 理 す

る とい う方 法 で は,主 題 フ ォル ダ に収 納 しきれ ない 文 が 存在 す る。 本 稿

で は,い まの とこ ろ,そ う した例 外 を以 下 の4種 類 に ま とめ る こ とが で

きる とか んが え る5)。

(18)a連 体 節 は,そ れ だ け を独 立 させ て主 題 フ ォル ダ にい れ る こ と は

で きず,主 題 単 位 の外 部 に あ る もの とみ なす 。

b副 詞 節 は,通 常 の 主 題 フ ォル ダに よる 処 理 の ほ か に,主 題 フ ォ

ル ダ にい れず に主 題 単 位 の 外 部 に あ る もの とみ なす こ と も可 能

で あ る とす る。

cモ ダ リテ ィを も っぱ らに な うため の 文 は,主 題 フ ォル ダ にい れ

ず に主 題 単 位 の 外 部 に あ る もの とみ な す 。 も しそ の文 に 「は」

でマ ー ク され た文頭 名詞 句 が あ れ ば,そ れ は 主題 列 か らはず す 。

d文 頭 以 外 にお か れ る対 比 の 「は」 や 否定 の フ ォー カ ス を しめ す

「は」 で マ ー ク され る 名詞 句 は,主 題 とみ な さず,主 題 列 にい れ

ない。

連 体節 につ い て は,内 部 に 「は」 主 題 が た た な い こ と な どが 指 摘 され

て い るが,本 稿 で は,連 体 節 は,あ る 主題 に後 続 して い て も,そ れ だ け
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を独 立 させ て 主 題 フ ォル ダ にい れ る とい う処 理 は され て い な い とす る 。

た とえば,以 下 の例 で,「 荒 川区」 を主題 とす る フ ォル ダに4つ の 文が 収

納 され て い るが,3つ め の 「(荒川 区 は,)協 定 を結 ん だ 自治 会 もあ る」 と

い う文 の 「協 定 」 に くわ え られ て い る 「バ ー一ル な ど工 具 を ガ ソ リ ンス タ

ン ドか ら借 りる」 とい う連 体 節 はi他 の4つ の文 と同 レベ ル で 「荒 川 区」

主題 フ ォル ダにい れ る こ とはむず か しい 。

(19)荒 川 区 は 、 自治 会が 自費 で チ ェー ン ソー な ど をそ ろ え、 レスキ ュ ー

隊 を作 っ た。 バ ール な ど工 具 を ガ ソ リンス タ ン ドか ら借 りる協 定 を結

んだ 自治会 もあ る。 地域 の 企業 との協 定 も多 い。(朝 日新 聞記 事)

この 「バ ー ル な ど工 具 を ガ ソ リ ンス タ ン ドか ら借 りる」 とい う連 体節

にs主 題 で あ る 「荒 川 区」 をい れ こんで 文 とす る場 合,「 荒 川 区 は,自 治

会 が バ ー ル な ど工 具 を ガ ソ リ ンス タ ン ドか ら借 りる」 とい うよ うに,3つ

め の 文 か ら 「自治 会 」 を と りだ しi適 当 な格 形 式 に して 挿 入 す る とい う

単純 で は ない操 作 が必 要 にな る。 も し,単 純 に主題 だ け をた て てみ る と,

「荒 川区 は,バ ー ル な ど工 具 を ガ ソ リ ンス タン ドか ら借 りる」 とい う文 に

な り,こ れ で は 「荒 川 区(役 所)」 が 「工 具 を借 りる」 とい う行為 の 動作

主 とな る とい う解 釈 の ほ うが 優 先 的 に な るが,意 味 的 に も との 文 とは こ

となる もの に な る。

よ って 本 稿 は,連 体 節 を 主題 単位 か らはず して か ん が え る こ とを主 張

す る。

つ ぎ に副 詞 節 で あ る。 これ に つ い て も,基 本 的 には 連 体 節 と同 様 に,

た とえ あ る 主題 に後 続 して い て も,そ の 主題 フ ォル ダ にい れ な い とい う

処理 が可 能 で あ る とす る。以 下 の 例 で あ る。

(20)理 由 は,先 行 商 品の 成 功 が挙 げ られ るが 、 そ れ だ けで は な い。 若 者

中心 に受 け入 れ られ る とみ るや,相 次 い で思 い切 っ た設備 投 資 に打 っ

て 出 る タ イ ミ ングの よ さもあ る。(週 刊 ポ ス ト記 事)

この文 章 で は 「(ある企 業 の 成功 の)理 由」 が主 題 とな って フ ォル ダ を

形 成 して お り,「 先 行 商 品 の成 功 が挙 げ られ る」 と 「そ れ だ け で は ない」

と 「相 次 い で思 い切 っ た設 備投 資 に打 って 出 る タ イ ミ ングの よ さもあ る」
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の3文 は,「 理 由」 を主 題 と して共 有 して い る。 しか し,3つ めの 文 で あ

る 「若者 中心 に受 け 入 れ られ る とみ るや」 は,「 理 由 は,若 者 中心 に受 け

入 れ られ る とみ る」 とい う文 が 不 安 定 な解 釈 しか もて な い よ うに,「 理 由」

主題 フ ォル ダ に収 納 で きな い。 つ ま り,「 理 由」 主 題 フ ォル ダに収 納 され

る他 の3つ の文 とは,異 な る処 理 が必 要 とな る こ とに な る。

よ っ て本 稿 で は,こ う した 副 詞 節 も,主 題 単 位 か ら はず して か ん が え

る こ と を主張 す る。 た だ し,連 体 節 と違 っ て,副 詞 節 につ い て 「主題 単

位 の外 部 にあ る もの とみ なす こ と も可 能 で あ る とす る」 と した の は,つ

ね に主 題 フ ォル ダ に収 納 で きな い の か,あ る い は適 当 な 主題 フ ォル ダに

は い る場 合 もあ っ て,そ の と き に は主 題 フ ォル ダで 処 理 され るの か に つ

い て,い まの と ころ未 解 決 だ か らで あ る。 お そ ら く厳 密 に は,前 の 連 体

節 につ い て も同様 の こ とが い え るの か も しれ ない が,当 面,連 体 節 に つ

い て は,主 題 単 位 か らす べ て はず して 処 理 す る とみ な し,副 詞節 につ い

て は,そ うで な い可 能性 をの こ して い る とみ な してお く。

つ ぎは,モ ダ リテ ィの 機 能 を は た す 文 で あ る 。 た とえ ば,以 下 の 文 章

の 第4文 後 にお か れ て い る 「僕 の知 る限 り」 は,そ の う しろ の 「長 い あ

い だ 壁 の 隅 の ほ うに掛 か っ て い る け れ ど,父 は一 度 もそ れ を弾 い た こ と

が ない し,触 ろ う と も しな い」 とい う文 にた い す る 「つ よい 確 信 お よび

断定 」 とい った モ ダ リテ ィを しめ す もの で あ る。

(21)父 の書 斎 に奇 妙 な もの が ひ とつ あ る。 そ れ は ロ シアの木 製 のバ ラ ラ

イカ だ。 も うぼ ろ ぼ ろで,三 本 の弦 の うち二 本 が 切 れ て い る。 僕 の 知

る限 り,長 い あ い だ壁 の 隅 の ほ うに掛 か って い る けれ ど,父 は一 度 も

そ れ を弾 い た こ とが な い し,触 ろ う と も しな い 。(巴 金 「バ ラ ラ イ カ

の思 い出」 山 口守 訳)

この 文章 全 体 は,第1文 が 主 題 を もたず,第2文 以 後 が 「そ れ(=バ

ラ ラ イ カ)は 」 とい う主 題 フ ォル ダ にす べ て 収 納 され て い る。 た だ し,

「僕 の 知 る 限 り」 だ け は,「 バ ラ ラ イ カ」 とい う主 題 フ ォル ダに収 納 しに

くい。 これ を前 の 副 詞 節 の 問 題 と して 処 理 す る こ と も可 能 で あ るが,こ

の 「僕 の 知 る限 り」 は,「 僕 は知 って い る」 とい い か え る こ と も可 能 で あ

り,そ の 点 で 副 詞 節 とは や や異 な る。 「僕 は知 って い る」 は,述 語 の活 用

形 や接 続 詞 な ど とい っ た接 続 要 素 で 後 続 の 文 とつ なが っ て い るの で は な
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く,そ れ 自体 「僕 は」 とい う主題 を もつ 文 で あ る。 しか しこ う した主 題

は,当 該 の 文 章 が 形 成 して い る主題 列 とは レベ ルが こ とな っ て お り,モ

ダ リテ ィと して の話 者 主観 を表 出す る ため の1人 称 が主 題 となっ てい る。

こ う した もっ ぱ らモ ダ リテ ィの表 現 だ け を 目的 と して,命 題 部 分 を も

た ない文 は,そ の モ ダ リテ ィの本 質上,1人 称 相 当語句 が主 題 とな る。 こ

の 主 題 は,命 題 レベ ルで 形 成 され る主 題 列 とは,基 本 的 に レベ ル が こ と

な る。 よ っ て こ う したモ ダ リテ ィにか か わ る主題 は,主 題 列 か らは ず さ

れ な け れ ば な らず,そ う した文 も主 題 単 位 の外 部 にお か れ な け れ ば な ら

ない。

最後 の 問 題 は,談 話 単 位 の 冒頭 にお か れ たの で は ない 名 詞 句 で,か つ

「は」 で マ ー ク され る もの の 問題 で あ る。 以 下 の よ うな 「は」 で あ る。

(22)aこ の大 学 の キ ャ ンパ スは ひ ろ いが,設 備 は まだ十 分 で な い。

bこ うい っ た種 類 の 漫 画 は よ まない。

そ れ ぞ れ,aは い わ ゆ る対 比 の 「は」,bは 否 定 や疑 問 の 焦 点 を しめ す

「は」 で あ る。 これ らの 「は」 と,本 稿 で と りあ げ て い る文 頭 にあ る主題

の 「は」 は,本 来 はお な じもの で,格 関 係 を しめ す の で は な い 名詞 句 に

た い し,情 報 の うえで と りた て る とい う機 能 が あ っ た もの とか んが え る。

「対比 」 と 「焦 点」 は その直 接 的 なあ らわれ で あ る。

しか し,本 稿 で は,こ れ らを主 題 の 「は」 と区 別 して か んが え る 。 そ

れ は,位 置 の 問題 で あ る。Tsao(1979)が 指 摘 す る中 国語 にお け る主 題 の

特 性 も,第 一 に文 頭 位 置 に あ る とい うこ とで あ り,そ う した他 言 語 との

共 通性 をか ん が え る ため に は,主 題 名 詞 句 の 位 置 を拡 大 させ な い ほ うが

そ の性 格 を明 確 にで き る とか んが え る")。 また さ らに,こ こ にあげ た文頭

位 置 以外 の 「は」 は,文 頭 に お か れ る主 題 の 「は」 と,以 下 の よ うに 共

起 しうる。

(23)aこ の大 学 は,キ ャ ンパ スは ひ ろい が,設 備 は まだ十分 で ない 。

bあ あ い うひ とは,こ うい っ た種 類 の漫 画 は よ まない。

こ う した理 由で,本 稿 で は,こ う した 「は」 と,主 題 フ ォル ダを形 成 し

て主題 列 の 一部 となる 「は」 とを区 別 しsそ れ らを主題 とあつ か わ ない71。
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7.主 題化 の可 能性

以 上 み て きた よ うに,主 題 は,談 話 参 加 者 が あ る適 当 な 名 詞句 に主 題

マ ー カ ー をあ た え て,談 話 単 位 の 冒頭 にお くこ とで つ くられ る とか んが

え る こ とが で きる。 この 場 合,無 制 限 な名 詞 句 が 主題 の 候 補 と して あ る

の で は な く,談 話 参 加 者 が 有 限 個 数 の 主 題 化 可 能 な名 詞 句 の リス トを も

っ て い る とか んが え た ほ うが,コ ミュニ ケ ー シ ョンの 円 滑 さを 説 明 しや

す いs)。 つ ま り,話 者 だ けで な く,聴 者 も主 題 化 可能 の 名 詞句 リス トを共

有 し,主 題 列 と主題 フ ォル ダの 形 成 を予 測 しなが ら談 話 が す す め られ て

い るの で,よ り効 率 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが で きる とい うか ん が えか

た で あ る。 本 稿 で は,こ の リス トに,以 下 の よ うな名 詞 句 が 主 題 候 補 と

して掲 載 され て い る とか ん が え る。

(24)a談 話全体の話題 を しめす名詞句

b「 わた し」 「ここ」 な ど現場指示で1義 的 にきまる名詞句

c「 空主題文」 で導 入 され たあた らしい名詞句

dす でに主題 となった名詞句,お よびそこか ら連想 され る名詞句

そ して本 稿 は,こ れ らの 名 詞 句 の う ち,ど れ に 「は」 を付 与 す る か に

つ い て,談 話 が ど うい う主 題 列 をつ く りなが ら推 移 して い くか に か ん す

る 話 者 の 把 握 と予 測 に も とつ い て きめ られ る と主 張 す る。 話 者 が,現 在

の談 話 単 位 をつ くっ てい る主題 は 「A」 で あ り,こ こか らつ ぎの 「B」 に

主題 を移行 させ よ う と意 図 す れ ば,そ の 「B」 に 「は」 が マ ー ク され るの

で あ り,も し主 題 は 「A」 の ま まで,「B」 につ い て言 及 しよ う と意 図 す

れば,そ の 「B」 は適 当 な格助 詞 な どの ま まにお か れ る ・})。

よ って,何 が 主題 化 され るか とい う問 題 は,コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの な

が れ に も とつ い て 形 成 され る適 当 な主 題 列 が あ り,そ れ にあ わ な い主 題

は,そ の 主 題 列 の なが れ か ら拒 否 され る ,と い う問 題 と して か んが え る

こ とが で きる。

(25)aね え,し っ て い る?大 学 前 の バ ス停 の とこ ろ 。 トラ ック は事

故 をお こ したん だ って,今 朝 。

bね え,し っ て い る?大 学 前 の バ ス停 の と こ ろ。 あ た ら しい ビ

ルが で き る ん だ っ て 。 そ の ビル は,レ ス トラ ンや シ ョ ップが か



112

な りは い る ら しい よ。 に ぎやか に な りそ うだね。

これ らの例 で は,abと もに,「 大 学 前 の バ ス停 の と ころ」 が 主題 の導

入 とみ な され る。 よ って聴 者 は,そ れ を主題 フ ォル ダ と して 形 成 し,そ

こ に収 納 で きる よ うな文 を期待 す る。 しか しa例 で は,導 入 され た はず

の 「バ ス停 の と こ ろ」 とい う主 題 で は な い 別 の 主 題 で あ る 「トラ ック」

が提 示 され る。 「バ ス停 の とこ ろ一 トラ ッ ク」 は,こ の場 合,主 題 列 を形

成 しな い。 主 題 列 は,有 意 味 に関連 した順 列 をつ く らな け れ ば な ら な い

か らであ る。い っ ぽ うb例 は,「 バ ス停 の とこ ろ一 ビルー バ ス停 の ところ」

とい う主題 列 を形 成 してお りsこ の 主題 列 は有 意味 に関連 してい る。 「ビ

ル」 が,第1文 で 「バ ス停 の とこ ろ にで きる ビル」 と して記 述 され て い

る か らであ る。 さ らに この例 で は,「 バ ス停 の と ころ」 と 「ビル」 が,空

間 の 占 拠 とい う側 面 で 上 位 下 位 関 係 をつ くって お り,「 バ ス停 の と ころ」

が 親主 題 フ ォル ダ,「 ビル」 が そ の 中 にあ る子 主題 フ ォル ダ と して は た ら

い て い る。

この よ うに,何 が主 題 と して 「は」で マ ー ク され て文 頭 におか れ る か は,

それ が主 題 列 と して有 意 味 な順 列 を形 成 で きるか ど うか に よって きま る。

8.お わ りに

本 稿 は,こ こで議 論 す る談 話 単 位 の 構 造 が,文 章 全 体 に規 則 と して 強

制 的 に存 在 す る こ と を主 張 す る もの で は な い 。 談 話 の 構 造 は,そ の 本 来

的 な性 質 上,傾 向性 と して 存 在 す る。 よっ て 本 稿 で議 論 す る談 話 の 構 造

を制 御 す る規 則 か らの 逸 脱 は,不 適 格 な文 また は文 章 をつ くる もの で は

ない。

た とえ主 題 フ ォル ダが う ま くつ くられ ず,主 題 列 が きち ん と形 成 され

なか っ た と して も,や や わ か りに くい 文 章 と な るか,あ る い は あ い まい

な文 章 が で きる だ け で あ る場 合 が お お い。 そ れ だ け な く,文 章 に か んす

る 「リズ ム」 や 「うつ く し さ」 とい っ た さ らに 上位 の 要 求 に よっ て,わ

ざ と主 題 フ ォル ダの 形 成 が お こ なわ れ な か っ た り,主 題 列 が 形 成 され な

か った りす る こ と もあ る。

そ れ で もな お,本 稿 は,こ こで検 討 した 主題 フ ォル ダ と主題 列 の構 造

が 「は」 の機 能 と して存 在 す る とか ん が え る。 この 項 で は,そ の 間接 的
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な例 証 と して,接 続 詞 をみ て み た い 。 接 続 詞 を,本 稿 で み た 主題 列 とか

か わ って,主 題 フ ォル ダ内 部 に お か れ る もの と外 部 に お か れ る もの にわ

け る とい うか んが えか たで あ るio)。

(26)a主 題 フ ォル ダ外 部 の 接 続 詞 の 例

って ・そ れ に

b主 題 フ ォル ダ内 部 の 接 続 詞 の 例

って ・そ して

さて ・ しか し な が ら ・し た が

あ る い は ・か え っ て ・か と い

前 者 の接 続 詞 は,主 題 フ ォル ダ外 部 にお か れ るの で,あ る主題 単 位 と

別 の 主題 単 位 をつ な ぐこ とに な る。 い っ ぽ う後 者 の 接 続 詞 は,主 題 フ ォ

ル ダ内 部 にお か れ るの で,主 題 単 位 とは か か わ らず,同 一 主題 フ ォル ダ

内部 で,2つ の 文 をつ な ぐこ と にな る。 た とえ ば,意 味 の うえで 比較 的 に

ちか い 「そ して ・そ れ に」 が 主 題 フ ォル ダの 内部 にあ る か外 部 にあ る か

を調 査 した数 値 は,以 下 の よ うに な るH)。 この 数 値 は,接 続 詞 の 「そ し

て ・そ れ に」 と主題 フ ォル ダの 「外 部 ・内 部」 の 相 関 が,1%基 準 で み と

め られ る こ とを しめ して い る。

(27) 主題 フ ォル ダ内部 主題 フォルダ外部

そ して 15 4

それに 2 10

具 体 的 に例 をみ る。 以 下 のaが 主題 フ ォル ダ外 部 に な る 「そ れ に」 の

例,bが 主題 フ ォル ダ内部 に な る 「そ して」 の例 で あ る。

(28)a会 社 は,ボ ラ ンテ ィア じゃ ない ん だ か ら,こ の あ い だ まで学 生

だ っ た人 間 に利 益 を追 求 させ る こ とな ん て で き ます か。 そ れ に,

新 人 は,本 格 的 な仕 事 の や りか た をお ぼ え る以 前 に,社 会 人 と

して の ル ー ルや マ ナ ー や 社 内独 自の と りきめ とか お ぼ え る こ と

が た くさんあ る はず で す 。

b大 阪 弁 は,は なす に は い い け ど,か き に くい 。 と くに変換 しに

くい 。 そ して,文 字 にす る と,微 妙 に ニ ュ ア ンス が か わ っ て つ

た わ りに くい 。
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aで はsま ず 「会社 」が 主題 フ ォル ダ をつ くって,2つ の文 を収 納 す る。

つ ぎに 「そ れ に」 とい う接続 詞 を介 して,「 新 人」 とい うあ らた な主題 フ

ォル ダが つ く られ る。 つ ま り接 続 詞 「そ れ に」 の 前 後 で主 題 フ ォル ダが

こ となって い るの で あ る。 これ にた い しbで は,「 大 阪 弁」 とい う主 題 フ

ォル ダがつ くられ,そ こに4つ の文 が収 納 され て い るが,そ の 第3文 と

第4文 の あ い だ に 「そ して 」 とい う接 続 詞 が お か れ て お り,接 続 詞 の 前

後 で 主題 フ ォル ダが か わ って い ない。

この こ とは逆 に,も し 「そ れ に」 の よ うな 主題 フ ォル ダ外 部 の接 続 詞

が あ れ ば,そ の前 後 で 主題 フ ォル ダが 変 更 され る可 能 性 が た か い こ とを

意味 す る。 つ ま り,主 題 フ ォル ダ外 部 の接 続 詞 は,そ の ま え まで は た ら

い て い た主 題 フ ォル ダが と じられ て別 の 主 題 フ ォル ダが ひ らか れ る はず,

あ るい は,も しあ た ら しい 別 の 主 題 が提 示 され な け れ ば,親 主 題 フ ォル

ダな どが ひ らか れ るはずsと い うサ イ ンと して理解 され る こ とに な る。

以 下 の例 は,接 続 詞 「したが っ て」 にか んす る もの で あ る。 「した が っ

て」 は,通 常,a例 の よ うに,主 題 フ ォル ダ外 部 にお か れ,そ の前 後 で主

題 を変 更 す る。 これ にた い してb例 は,「 した が って」 の後 に新 しい 主題

が た て られて い な い もの で あ る。

(29)a国 連 開発 計 画 は,白 書 にお い て,3つ の指 標 か ら成 る 人間 開発指

標(HDI)を 作 成 して い る。 そ の 中で,HDIに よっ て世 界各 国の

順 位 づ け を行 い,GNPの 順位 とHDIの 順 位 が 大 き く異 な る こ

とを示 して い る。 したが っ て,経 済 発 展 の評 価 は,「 経 済成 長 率」

以 外 の 様 々 な指 標 を組 み 合 わ せ た もの で な くて は な ら ない と考

え られ よ う。(伊 藤 真 二 「返 還 直 前 にみ る香 港 の 将 来 」 『さ くら

総研 レポ ー ト97年 上半 期 』)

b米 軍 の チ ョコ レー トは,な か な か お い そ れ と手 には い らず,値

段 は高 く…(中 略)。 な に しろ米 軍 は,つ か まる ほ う も,つ か ま

え る ほ う もお そ ろ し くで か い 。 そ して ち っ ち ゃ な 日本 人 で も,

ごっ つ い 米 兵 な み に手 荒 くあ つ か うか ら,つ か まる とお っか な

い。 した が って 自分で 直接GIか ら買 うの は ヤバ くて,し か るべ

き ルー トを も っ てい るバ イニ ンの 手 を へ る よ り しか た が ない の

で,イ ラ イ ラはつ の る。(小 松 左 京 『やぶ れ か ぶ れ青 春記 』)
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このb例 の文 章 の 「中略 」 以 後 をみ る と,「 米 軍」 とい う主 題 フ ォル ダ

に3つ の文 が お か れ,つ ぎに 「したが っ て」 とい う接 続 詞 が あ る。 こ の

接 続 詞 に よ っ て,ま え の 主題 で あ る 「米 軍 」 が キ ャ ンセ ル され る は ず で

あ る。 た しか に この接 続 詞 直 後 の 文 に,そ の まえ まで の 主題 を適 用 して,

「米 軍 は,自 分 で 直 接GIか ら買 うの は ヤ バ い」 とい う文 をつ くっ て も,

こ こで は意 味 的 に成立 しない。 よ っ て別 の 主 題 が た て られ る とか ん が え

られ るが,実 際 には別 の 主 題 は 明 示 され な い の で ,親 主 題 な ど潜 在 的 に

主題 フ ォル ダ を形 成 し うる もの を さが す こ と に な る 。 こ の 文 章 の場 合,

「中略 」 以 前 の とこ ろ に あ る,「 米 軍 の チ ョコ レー ト」 が,文 章 全 体 の 話

題 とな って い る親 主 題 とか んが え られ る。 明 示 的 な 主題 が な く,か つ 空

主 題 と して も処 理 で きな い 場 合 の優 先 権 を親 主 題 に あ た え て お け ば ,こ

こで はそ れ が主 題 と して は た ら くこ とに な る。 つ ま り,「 米 軍 チ ョコ レー

ト」 とい う親 主題 フ ォル ダに 「自分 で直 接GIか ら買 うの は ヤバ い」 以 下

の文 が収 納 され る。

前 述 した よ うに,本 稿 で論 じた主 題 フ ォル ダ と主 題 列 は,義 務 的 な規

則 で は な い の で,つ ね にあ き らか に存 在 す る わ け で は ない,し か し,う

えで み た よ うな接 続 詞 のふ る まい は,「 は」 に よる主 題 フ ォル ダ と主題 列

の 存在 を 間接 的 に しめ す もので あ る とか んが える。

*こ の論文 は
r神 奈川大学 共 同研究 奨励助 成金(2000-2001年 〉 に よる研 究 成果 の

一部 であ る

注

1)Tsao(1979)を 参 照。 と くに主題 の もつ 結束性 が 談話上 の単位 をつ くる とい う

本稿 の主張 の基 本 は,Tsaoの この著 書 で提 示 され た もの であ る。

2)結 束性 と主 題 の問題 にか ん しては,亀 山(1999)を 参照。

3)三 上(1960)で,「 ピリオ ド越 え」 と して提示 されて以 来,さ ま ざまに と りあ げ

られた 「は」 の特徴 で あ る。

4)認 知 心理 学 に よる よみ と り理 解 の研 究 で は,こ こに しめす よ う な 「主題 フ ォ

ル ダ」 の形 式 を機 械 的 に完 成 させ るだ け で は,か な らず しも容 易 な理 解 に む

す びつ くわ けで はない こ とが報告 されて い る。石 田(19JJ)な どを参照 。

5)こ の ほか,「 昨年 は」 や 「当地 で は」 とい った時 間 と場 所 の名詞 句 が文頭 にあ

って 「は」 で マー クされ て い る もの につ い て も,主 題 列 を形 成 しない もの が

あ る よ うに思 われ るが,未 解 決 であ る。
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6)龍 城(2000)や 胡(1993)で は,文 頭 で 「は」 に よってマ ー ク されてい る名詞句

以 外 をテ ーマ と して あ つか うこ とが論 じ られ て い るが,本 稿 で は,当 面,文

頭 の名詞句 に限定 して議論 をす すめ る。

7)こ の ほ か に,「 い ろい ろ と苦労 して きた とい うこ とはfわ か っ て も らい たい」

の よ うな,「 こ と」 に よる名詞 化句 に 「は」 が くわわ った ものの問題 が あるが,

これ につい てはあ らため て検 討 したい。

8)Beke§(195)が,あ る名詞句 が主題 とな りうるため の必 要十分条件 を,ト ピ ッ

ク比,指 示 距離,持 続 性 の3つ の数値 的 パ ラ メタか ら決 定 す る こ ころみ をお

こなってい る。

9)そ の意 味 で,本 稿 も,「 が」 か 「は」 か とい う問題 はな りた た ない とかんが え

る。 これが 問 題 とな る よ うに見 え るの は,主 題 が 文頭 名詞句 であ り,「 ガ格 」

名詞 句が 語 順 の うえで 最初 に きやす い とい う位置 にか んす るふ る まいが,こ

の2つ の助 詞 で か さなるか らで あ るにす ぎない。 なお,「 が」 と 「は」 を対 立

的 にあつか う問題 設定が な りた たない こ とにかん しては,柴 谷(1990)を 参照。

10)こ の ア イデア 自体 は,IllinoisUniversityの 鄭 錦全教授 が1997年 に神 奈川大学

でお こな った講演 にお い て,中 国語 のdiscourseanalysisの 一例 と して提 示 さ

れ た もので あ る。

11)小 説(赤 川次 郎 「女 社 長 に乾 杯』 田 中雅美 『雪 月花 殺 人事 件』),イ ン ター ネ

ッ ト雑 誌 の 読 者投 稿欄,新 聞(『 毎 日新 聞J5年 度 版』 社 会 面 記 事)r論 文

(「さ くら総 研 レポ ー ト97年 度 上 半期 』)か らとっ たそ れぞ れ約10万 字,計

40万 字 に よるデ ー タで あ る。
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